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O’Connor 裁判官が Croson 判決以後の判例において展開させたものである。さらに、Kennedy 
裁判官は、affirmative action における人種的分類の利用を正当化するためには、① 人種
的割当制ではなく、「意義ある数」の達成を目的にすること、②多様性の価値に資する他の様々
な要素が人種と同じウェイトで考慮されていること、③ affirmative action の存続期間が
定められていること、④ 人種中立的な代替手段では、人種的マイノリティの数が「意義ある
数」に達しないこと等についての立証を政府の側に求める。このような立証を通じて、単なる







































  備考  要旨は，1,500字以内とする｡ 
 
